
2
00

6
.11

.2
0

～2
0
09
.1
1.1

7

更
新

往
来
物
『
庭
訓
往
來
』
に
つ
い
て

萩
原

義
雄

は
じ
め
に

往
来
物
資
料
の
な
か
で
鎌
倉
時
代
の
末
、
正
平
五
年(

一
三
五
〇)

に
成
立
し
て
江
戸
時
代
そ
し
て
、
近
代
明
治
時
代
に
亘

っ
て
最
も
広
く
普
及
し
た
の
が
こ
の
『
庭
訓
往
來
』
で
あ
る
。
最
古
の
写
本
と
し
て
は
、
成
立
か
ら
三
十
六
年
後
の
「
至
徳
三
年

(

一
三
八
六)

霜
月
三
日
豊
前
守
朝
英
書
之
」
の
奥
書
を
有
す
る
島
根
県
出
雲
市
神
門
寺
藏
の
上
下
二
冊
完
本
が
毎
日
新
聞

社
朝
刊
昭
和
五
七(

一
九
八
二)

年
一
二
月
六
日(

月
曜
日)

付
の
朝
刊
総
合(

３)

記
事
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事

の
全
文
は
、
「
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
広
く
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
た
庭
訓
往
來
の
最
も
古
い
写
本
が
、
島
根
県
出
雲
市
塩
冶

て
い
き
ん
お
う
ら
い

町
、
淨
土
宗
神
門
寺(

神
谷
隆
秀
住
職)

に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
上
横
手
雅
敬
・
京
大
教
授(

日
本
中
世
史)

の
調
査
で
五
日
、
確
認
さ
れ
た
。
全

か

ん

ど

じ

国
に
三
十
種
あ
る
こ
れ
ま
で
の
写
本
の
う
ち
、
最
も
古
い
と
さ
れ
て
い
た
奈
良
・
天
理
図
書
館
所
蔵
分
よ
り
六
十
五
年
も
さ
か
の
ぼ
る
、
南
北
朝

の
至
德
三
年(

一
三
八
六)

の
書
写
。
庭
訓
往
來
は
原
本
が
現
存
せ
ず
作
者
も
わ
か
っ
て
い
な
い
だ
け
に
原
本
に
近
い
写
本
が
確
認
さ
れ
た
意
義
は

大
き
い
。
庭
訓
往
來
は
一
年
分
の
手
紙
の
や
り
と
り
で
構
成
、
手
紙
文
の
間
に
生
活
、
職
業
、
宗
教
な
ど
に
ゆ
か
り
の
言
葉
を
単
語
集
ふ
う
に
列

記
。
手
紙
の
題
材
に
は
年
賀
の
辞
、
領
地
仕
置
の
状
況
、
盗
賊
討
伐
へ
の
出
陣
、
司
法
制
度
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
教
材
に
使
わ
れ
た
。
上
横

手
教
授
の
調
べ
に
よ
る
と
、
神
門
寺
の
写
本
は
上
下
二
卷
で
、
完
全
に
そ
ろ
っ
て
い
る
。
内
容
的
に
は
後
世
に
発
見
さ
れ
た
も
の
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
が
、
下
卷
奥
書
に
本
文
と
同
じ
筆
跡
で
「
至
德
三
年
霜
月
三
日
豊
前
守
朝
英
書
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
教
授
は
「
原
本
に
ぐ
っ
と
近

づ
い
た
と
考
え
ら
れ
心
強
い
。
武
士
、
庶
民
の
勢
力
向
上
期
で
あ
っ
た
中
世
の
庶
民
教
育
の
足
ど
り
を
探
る
材
料
に
で
き
る
。
原
本
が
出
来
た
の

は
こ
の
写
本
よ
り
せ
い
ぜ
い
二
十
年
前
と
思
う
」
と
話
し
て
い
る
。
」
と
あ
っ
て
、
大
見
出
し
に
「
最
古
の
「庭
訓
往
來
」
み
つ
か
る
」中
見
出

し
に
「中

・
近
世

の
教
科
書

南
北
朝
時
代
の
写
本
」
と
記
載
し
、
下
卷
末
尾
の
写
真
を
掲
載
す
る
。
こ
の
資
料
は
、
現
在
も
影
印
資
料
が
未
公

開
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
研
究
が
な
さ
れ
た
資
料
と
し
て
は
、
こ
の
記
事
に
見
え
る
天
理
図
書
館
所
蔵
宝
徳
三
年(

一
四
五
一)

写
本
、
石
川
松
太
郎
氏(

謙
堂
文
庫)

蔵
伝
經
覺
本(

室
町
時
代
中
期
、
文
明
五
年(

一
四
七
三)

以
前
写)
、
阪
本
龍
門
文
庫
藏

文
明
一
四
年(

一
四
八
二)

写
本
、
蓬
左
文
庫
蔵
文
明
一
七
年(

一
四
八
五)

写
本
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
天
文
五
年(

一
五
三

六)

写
本
、
同
図
書
館
蔵
天
文
十
八
年(

一
五
四
九)

写
本
、
内
閣
文
庫
藏
室
町
時
代
写
本
、
東
洋
文
庫
藏
室
町
時
代
末
期
写

本
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
近
年
ネ
ッ
ト
上
で
多
く
の
古
写
本
の
影
印
が
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
幾
つ
か
を
こ
こ
で
紹
介
す
る
と
、
龍
門
文
庫
藏
『
庭
訓
往
來
』(

上
記
の
文
明
十
四
年
本
で
な
い
資
料)

、

広
島
大
学
付
属
図
書
館
蔵
『庭
訓
往
来
』が
あ
る
。

先
行
研
究

こ
れ
ら
諸
本
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
列
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

○
石
川
謙
著
『
庭
訓
往
来
に
つ
い
て
の
研
究
』(

東
京
教
育
大
学
教
育
学
会
紀
要)

、
昭
和
二
五
年(

一
九
五
〇)

、
金
子
書
房
刊
。

○
石
川
謙
著
『
日
本
教
科
書
大
系

往
来
編
第
三
卷

古
往
来(

三)

』
、
昭
和
四
三
年(

一
九
六
八)

、
講
談
社
刊
。
そ
の
他
。

○
吉
井
治
子
「
新
撰
庭
訓
抄
に
つ
い
て
」
『
東
京
家
政
学
院
大
学
紀
要
』
、
第
一
二
号
、
昭
和
四
七
年
刊
。BM
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-2○
石
川
松
太
郎
著
『庭
訓
往
來
』(

東
洋
文
庫
二
四
二)

、
昭
和
四
八
年(

一
九
七
三)

、
平
凡
社
刊
。

○
青
木
孝
「
庭
訓
往
來
の
語
法
」(

上
・
中
・
下(

一)

・
下(

二))

、
『
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
、
第
二
九
・
三
〇
・
三
一
・

三
二
輯
、
昭
和
五
十
年(

一
九
七
五)

・五
一
年
・
五
二
年
・五
三
年(

一
九
七
八)

刊
。

○
川
瀬
一
馬
解
説
『
庭
訓
往
來

文
明
十
四
年
鈔
本
』(

阪
本
龍
門
文
庫
覆
製
叢
刊
之
十
五)

、
昭
和
五
九
年(

一
九
八
四)

刊
。

○
橘
豊
著
『
書
簡
作
法
の
研
究

続
編
』
、
昭
和
六
〇
年(

一
九
八
五)

、
風
間
書
房
刊
。

○
中
田
千
代
子
「庭
訓
往
来
伝
本
小
考
」
、
『実
践
国
文
学
』
第
二
七
号
、
昭
和
六
〇
年(

一
九
八
五)

刊
。



○
三
保
忠
夫
「
庭
訓
往
来
天
理
図
書
館
本
に
つ
い
て
」
、
『
小
林
芳
規
博
士
退
官
記
念
国
語
学
論
集
』
、
平
成
四
年(

一
九
九

二)

三
月
、
汲
古
書
院
刊
。

○
三
保
忠
夫
編
『
天
理
図
書
館
蔵
庭
訓
往
来
宝
徳
三
年
写
本

本
文
と
漢
字
索
引
』
、
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
叢

書
１

、
平
成
四
年(

一
九
九
二)

三
月
、
松
江
・島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
刊
。

○
三
保
忠
夫
「
庭
訓
往
來
天
理
図
書
館
蔵
本
の
所
用
漢
字
に
つ
い
て
」
、
『
国
語
文
字
史
の
研
究
二
』
、
平
成
四
年(

一
九
九
二)

九
月
、
和
泉
書
院
刊
。

○
小
木
曽
千
代
子
「
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
蹟
で
発
見
さ
れ
た
『
庭
訓
往
来
』
の
断
簡(

写)

に
つ
い
て
」
、
『
中
部
大
学
国
際
関
係
学

部
紀
要
』
第
一
三
号
、
平
成
一
二
年(

一
九
九
四)

刊
。

○
山
田
俊
雄
『庭
訓
往
來
・
句
双
紙
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系

、
岩
波
書
店
、
平
成
一
四
年(

一
九
九
六)

刊
。

52

○
中
村
武
三
編
『
建
部
伝
内
先
生
遺
芳
』
、
「
庭
訓
往
来
」
サ
ン
ラ
イ
ズ
印
刷
㈱
出
版
部
、
平
成
年(

一
九
九
九)

一
〇
月
刊
。

本
文
異
同
と
そ
の
語
彙

往
復
書
簡
型
の
十
二
ヶ
月
状
に
は
、
書
簡
方
式
に
支
え
ら
れ
た
語
彙
群
か
ら
得
ら
れ
、
当
代
に
お
け
る
基
本
語
彙
群
が
こ

こ
に
一
望
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
漢
字
の
使
用
頻
度
順
か
ら
見
る
と
、
「
之
」
「
者
」
「
可
」
「
也
」
「
候
」
「
被
」
「
御
」
「
所
」

「
人
」
「
事
」
「
等
」
「
日
」
「
上
」
「
不
」
「
子
」
「
令
」
「
以
」
「
大
」
「
行
」
「
物
」
「
恐
」
「
下
」
「
一
」
「
無
」
「
進
」
「
謹
」
「
殿
」
「
文
」
「
月
」
「
相
」

「
時
」
「
法
」
「
入
」
「
書
」
「
申
」
「
言
」
「
心
」
「
條
」
「
間
」
「
奉
」
「
後
」
「
有
」
「
頭
」
「
木
」
「
用
」
「
中
」
「
參
」
「
重
」
「
僧
」
「
同
」
「
如
」
と
云
っ

た
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

古
写
本
の
な
か
で
、
別
資
料
と
し
て
紹
介
す
る
三
次
市
立
図
書
館
藏
平
井
文
庫
本
は
、
尊
純
親
王
筆
、
縱
三
三
．
三
㎝
×

横
二
四
．
二
㎝
で
、
「
こ
の
庭
訓
往
來
は
粟
田
青
蓮
院
宮
尊
純
親
王
御
筆
也
。
世
に
粟
田
流
の
御
文
字
と
称
ふ
。
…
…
」
と
あ

る
墨
付
き
六
二
丁
の
古
写
本
で
あ
る
。
読
み
仮
名
は
付
け
て
い
な
い
〔
資
料
本
文
影
印
翻
刻
参
照
〕
。
こ
の
よ
う
に
、
古
写
本
の

多
く
は
読
み
仮
名
を
用
い
て
い
な
い
が
、
室
町
時
代
の
古
写

本
で
あ
る
龍
門
文
庫
藏
の
文
明
一
四
年(

一
四
八
二)

本
に
は
、

読
み
仮
名
を
片
仮
名
表
記
に
て
付
載
し
た
資
料
も
登
場
し

て
き
て
い
る
。
こ
の
資
料
は
、
冒
頭
卷
首
か
ら
二
月
状
の
部
分

が
欠
落
し
て
い
て
、
二
月
返
状
「
欲
自
是
令
申
候
之
處
」
か
ら

始
ま
り
、
途
中
卷
中
第
一
五
丁
の
次
一
丁
分
で
あ
る
五
月

返
状
の
首
か
ら
「
辛
辛
螺
」
ま
で
を
脱
し
て
い
る
。

こ
の
付
訓
に
つ
い
て
も
、
①
「
前
駈
」
の
語
を
「
さ
き
か
け
」

「
さ
き
が
け
」
と
和
語
訓
み
す
る
資
料
と
「
セ
ン
ク
」
「
セ
ン
グ
」

と
音
讀
す
る
資
料
が
見
え
る
。
②
「
有
職
」
を
「
ユ
ウ
シ
ヨ
ク
」

と
「
ウ
シ
ヨ
ク
」
「
ウ
シ
キ
」
と
音
讀
す
る
書
写
資
料
の
異
同
が

知
ら
れ
て
い
る
。

往
返
の
書
状
十
五
章
に
は
、
国
政
の
事
、
家
務
の
事
、
士

か

む

農
工
商
の
事
、
武
藝
の
事
、
神
祇
の
事
、
釋
教
の
事
、
礼
儀
、

軍
旅
、
衣
服
、
器
械
、
宴
楽
、
疾
病
の
諸
事
を
書
翰
に
託
し

て

が

み

て
人
に
教
え
諭
す
も
の
で
あ
る
。

資
料
の
波
及
性

室
町
時
代
、
文
安
元
年(

一
四
四
四)

に
編
纂
さ
れ
た
古
辞



書
『
下
學
集
』
に
多
く
の
語
彙
が
引
用
さ
れ
、
流
布
本
『
曾
我
物
語
』
に
は
、
武
具
・
鎧
の
品
革
威
の
列
名
語
彙
群
が
其
儘
引
用

さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
引
用
は
、
室
町
時
代
の
教
養
社
会
に
お
け
る
必
読
資
料
と
し
て
第
一
位
の
資
料
価
値
観
を

有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
内
容
に
基
づ
い
た
生
活
慣
習
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。
能
・
狂
言
「
布
施
無
經
」
「
ど
ち
は
ぐ
れ
」
に
十
一
月
日
状
「
鹽
噌
」
「
ゑ
ん
そ
」
の
語
、
他
演
目
に
四
月
返
状
の
「
鞍
馬
木
芽

ふ

せ

な

い

き
よ
う

え

ん

そ

漬
、
醍
醐
烏
頭
布
」
の
語
等
を
精
進
料
理
の
品
種
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
た
り
も
す
る
と
い
っ
た
様
相
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
注
釈
書
も
編
纂
さ
れ
て
い
て
、
特
に
真
字
註
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
、
本
学
短
大
紀
要
に
そ
の
幾
つ
か
の
月
状
の

注
釈
研
究
を
継
続
掲
載
中
で
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
真
字
註
自
体
が
次
の
室
町
時
代
の
古
辞
書
で
あ
る
『
節
用
集
』

せ
つ
よ
う
し
ゆ
う

〔
広
本(

文
明
本)

・
印
度
本
系
等
〕
や
『運
歩
色
葉
集
』
に
影
響
し
て
い
て
、
二
重
三
重
に
こ
と
ば
の
重
層
化
が
諮
ら
れ
て
い
る
こ

う

ん

ぽ

い
ろ
は
し
ゆ

う

と
も
こ
の
時
代
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
江
戸
時
代
に
は
『庭
訓
徃
來(
假
名)

抄
』〔
片
仮
名
交
じ
り
の
注
解
書
…
《
用
例
》
右
、
庭
訓
と
名
く
る
は
、
伯
鯉
魚

庭
を
廻
り
て
詩
礼
之
訓
を
問
ふ
に
本
づ
く
也
。
鯉
魚
の
庭
を
過
る
こ
と
已
に
二
度
也
。
故
に
私
に
之
を
二
庭
訓
と
謂
ふ
。
鯉

魚
、
童
蒙
に
し
て
聖
父
之
庭
の
訓
を
受
く
。
蓋
し
此
書
童
蒙
之
人
に
示
さ
ん
が
為
め
也
。
然
る
に
以
て
十
二
月
を
分
て
之
を

制
る
。
故
に
文
章
は
時
節
之
風
物
を
記
す
也
。
官
位
に
依
て
筆
位
の
文
章
を
宣
む
也
。
后
代
に
之
を
畏
る
べ
し
。
君
子
は
此
書

を
以
て
官
の
高
卑
之
上
に
書
様
有
る
こ
と
、
次
第
之
を
弁
ず
べ
き
也
。
往
来
と
は
辞
の
往
来
歟
。
或
は
一
書
彼
に
往
き
、
一
書

此
に
来
る
の
義
也
。
又
文
の
返
事
有
る
に
依
る
也
。
或
は
古
往
今
来
を
云
ふ
義
こ
れ
有
る
也
。
（
庭
訓
を
、
「
父
が
子
に
与
え
る

教
訓
」ひ
い
て
「家
庭
教
育
」
と
、
現
代
で
は
解
し
て
い
る
。
）

恐
々
謹
言

敬
白
は
、
謹
言
よ
り
上
也
。
又
、
頓
首
は
至
て
敬
恭
也
。
墨
黒
に
真
に
書
く
は
、
賞
翫
也
。
恐
々
と
書
く
事
、

き
よ
う
き
よ
う
き
ん
げ
ん

俗
家
よ
り
出
家
へ
は
恐
々
敬
白
と
書
く
可
し
。
其
の
余
は
、
真
草
行
の
上
中
下
有
り
。
被
官
に
は
恐
々
と
書
く
可
か
ら
ず
。

恐
々
謹
言
の
字
、
草
に
書
く
可
き
也
。

※
底
本
は
カ
タ
カ
ナ
書
き
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
ひ
ら
が
な
」
書
き
に
し
て
読
み
や
す
く
し
た
。
〕
→
『
庭
訓
往
来
』
〔
全
一
冊
、
明

和
六
年(

一
七
六
九)

正
月
刊
、
「
庭
訓
式
目
字
註
加
二

于

頭
一

」
…
〔
用
例
〕
十
二
月
三
日
状
「
土
貢
其
国
其
所
々
よ
り
い
づ
る

て
い
き

ん
し
き
も
く
じ
ち
う

を

く

ハ

へ

る

か
し
ら
に

ど

か

う

も
の
を
さ
ゝ
ぐ
る
事
也
」
〕
→
『
庭
訓
徃
来
捷
註
』
〔
全
一
冊
、
駒
龍
先
生
著
、
寛
政
一
二
年(

一
八
〇
〇)
刊
、
「
本
文
を
ハ
大
字

て
い
き

ん
わ

う

ら

い
せ
う
ち
う

ほ
ん
も

ん

た

い

じ

に
て
書
た
れ
バ
幼
童
筆
学
の
て
ほ
ん
と
な
る
べ
し
。
音
訓
を
バ
本
文
の
頭
に
平
が
な
を
も
つ
て
あ
げ
素
ど
く
の
便
と
す
。
注
解
の

か
き

よ
う

ど

う

ひ
つ
が
く

よ

ミ

か
し
ら

ひ
ら

そ

た
よ
り

ち

う

か
い

こ
と
ハ
古
よ
り
在
所
の
注
に
誤

有
を
た
ゞ
し
た
ら
ざ
る
を
増
補
せ
り
。
庭
訓
往
來
の
こ
と
ハ
此
一
書
に
つ
く
せ
り
」
〕
、

い
に
し
へ

あ
る
と
こ
ろ

ち
う

あ
や
ま
り
あ
る

ぞ

う

ほ

て
い
き

ん

わ

う

ら

い

い
つ
し

よ

『庭
訓
往
來
精
注
鈔
』〔
全
一
冊
、
關
牛
翁
著
『
具
注
抄
』
追
考
に
て
門
人
成
章
館
主
人
編
、
天
保
一
四
年(

一
八
四
三)

刊
〕
、
『

て
い
き

ん
わ

う

ら

い
せ
い
ち

う

せ
う

絵入

庭
訓
往
來
諺
解
』
〔
全
一
冊
、
嘉
永
五
年(

一
八
五
二)

刊
〕
と
い
っ
た
程
度
に
変
容
し
て
い
く
に
過
ぎ
な
い
の
も
、
同
じ
武
家
政

権
下
の
「
士
農
工
商
」と
い
う
社
会
構
造
が
こ
の
継
続
性
を
促
し
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
の
う

こ
う

し
よ
う

ま
た
、
『
新
撰
消
息(

異
制
庭
訓
往
來)

』
と
云
う
書
物
は
本
書
に
類
似
す
る
内
容
で
あ
る
が
本
書
よ
り
後
に
製
作
さ
れ
た

往
来
物
と
見
て
お
く
。

こ
こ
で
、
本
書
の
編
者
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
か
を
触
れ
お
き
た
い
。
多
く
の
注
釈
書
が
編
者
と
し

て
「
玄
恵
法
印
」
を
挙
げ
る
が
、
そ
の
「
證
不

詳
」
と
す
る
。
こ
の
玄
恵
法
印
は
、
「
羽
州
北
畠
の
産
に
し
て
、
北
小
路
氏
健
軒

げ

ん

ゑ

ほ
ふ

い
ん

し
や
う
つ
ま
び
ら
か
な
ら
ず

う

し
ゆ
う
き
た
ば
た
け

さ

ん

き

た

こ

う

ち

う

ち

け
ん
け
ん

洗
心
子
獨
清
軒
等
の
号
あ
り
。
初
め
儒
を
業
と
し
、
中
頃
台
宗
の
僧
と
な
り
後
複
帰
俗
し
観
應
元
年(

一
三
五
〇)

六
月
に
卒

せ

ん

し

ん

し

ど

く

せ
い
け

ん
と
う

か
う

は
じ

じ
ゆ

げ
ふ

な
か
ご
ろ
た
い
し
う

そ
う

の
ち

ま

た

き

ぞ

く

く
ハ
ん
お
う

そ

つ

す
。
嘗
て
後
醍
醐
帝
の
侍
讀
と
な
る
。
當
時
博
学
宏
才
の
人
な
り
」
〔
捷
註
〕
「
平
の
貞
時
其
識
量
を
知
て
乾
元
元
年
相
州

か

つ

ご

だ

い

ご

て

い

じ

と

く

こ
の
か

ミ

は
く

が
く

く
ハ
う
さ
い

せ
う

ち
う

た
ひ
ら

さ

だ
と
き

そ

の
し
き
り
や
う

し
り

け

ん
げ

ん
ぐ
わ
ん
ね
ん
さ

う

し
う

鎌
倉
に
最
勝
園
寺
建
立
の
時
玄
慧
を
し
て
導
師
と
な
さ
し
む
故
に
暫

爰
に
住
す
。
素
よ
り
玄
慧
ハ
僧
律
の
事
を
以
て
専
と

か
ま
く
ら

さ

い
し
よ
う

ゑ

ん
じ
こ
ん
り

ふ

と
き

げ

ん

ゑ

ど

う

し

ゆ
ゑ

し
ば
ら
く
こ

ゝ

ぢ
ゆ
う

も
と

げ

ん

ゑ

そ
う

り

つ

こ
と

も

つ

も
つ
ぱ
ら

せ
ざ
れ
バ
辞
し
て
復
還
俗
す
。
身
終
わ
る
ま
で
無
髪
に
し
て
自
ら
洗
心
子
と
号
し
亦
健
軒
と
称
す
。
著

所
の
太
平
記
四
十

じ

ま
た
げ

ん
ぞ
く

ミ

を

は

む

は

つ

ミ
づ
か

せ

ん

し

ん

し

が
う

ま
た
け
ん
け
ん

し
よ
う

あ
ら
は
す
と
こ
ろ

た

い

へ
い

き

一
卷
大
に
行
は
れ
て
其
博
識
以
て
世
に
知
る
所
な
り
」〔
諺
解
〕と
検
証
さ
れ
て
き
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

お
ほ
い

を
こ
な

そ

の
は
く

し
き

も

つ

よ

し

と
こ
ろ

《こ
と
ば
の
コ
ラ
ム
》

※
１
「
注
」
と
「
註
」に
つ
い
て

『
庭
訓
徃
来
捷
註
』
に
、
「
註
ハ
元
注
と
同
字
也
。
水
下
に
出
な
ん
と
の
塞
り
て
流
ざ
る
を
開
き
そ
ゝ
き
て
流
す
事
を
注
と
い

て
い
き
ん
わ
う
ら
い
せ
う
ち
う

ち
う

も
と
ち
う

ど

う

じ

ミ
づ
し
も

ふ
さ
が

な
が
れ

ひ
ら



ふ
。
又
書
物
を
讀
て
義
理
の
通
ぜ
ず
し
て
滞
り
た
る
を
其
意
味
を
解
し
て
人
に
さ
と
す
事
水
の
流
や
ら
ざ
る
を
流
す
に
一

ぎ

り

つ
う

と
ゞ
こ
ほ

そ

の

い

ミ

か

い

様
な
れ
は
と
て
是
を
も
注
と
書
。
扨
義
理
を
釋
は
、
言
葉
に
属
し
た
る
事
故
、
水
片
を
言
片
に
改
め
て
註
と
書
り
」
と
注
釈
す

と
く

ぞ
く

さ

ん
ず

い

ご

ん

へ
ん

る
。

※
２
「
軽
重
」大
槻
文
彦
編
『大
言
海
』
を
繙
く
と
、

け
い-

ぢ
ゆ
う
【
輕
重
】
〔
名
〕
〔
ヂ
ュ
ウ
は
、
呉
音
〕
か
ろ
き
と
、
お
も
き
と
。
周
禮
、
秋
官
篇
、
司
寇
「
以
辨
二

罪
之
輕
重
一

」
左

傳
、
宣
公
三
年
「
楚
子
問
二

鼎
之
大
小
輕
重
一

」
韓
愈
、
送
殷
員
外
序
「
豈
不
下

眞
知
二

輕
重
一

大
丈
夫
上

哉
」
申
子
「
懸
權
衡
一

、

以
稱
二

輕
重
一

」※
庭
訓
往
來
、
八
月
「
火
印
追
放
已
下
、
隨
二

事
輕
重
、
其
人
是
非
一

、
可
レ

被
レ

行
レ

是
」〔2-

01
4
7
-2

〕

け
い-

ち
ョ
う
【
輕
重
】
〔
名
〕
〔
チ
ョ
ウ
は
、
漢
音
〕
前
條
の
語
に
同
じ
。
輕
重
す
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
は
、
優
る
と
も
、
劣
る
と
も
、

定
め
ら
れ
ず
の
意
な
り
。
〔2-

0
1
4
7-
2

〕
」

と
あ
っ
て
、
こ
の
熟
語
の
訓
み
が
二
通
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
見
る
に
、
「け
い-

ぢ
ゆ
う
」
の
用
例
と
し
て
本
書
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
箇
所
を
文
明
十
四
年
本
で
見
る
と
、

「
キ

ヤ

ウ
チ
ウ
ニ
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
頭
部
に
、
「輕
重
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

キ
ヤ
ウ
ジ
ユ
ウ

こ
こ
で
、
現
代
の
国
語
辞
書
で
あ
る
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
を
繙
い
て
み
よ
う
。
※
「
こ
と
ば
の
溜
池
」
〔
二
〇

〇
三
年
一
二
月
一
日
付
〕
を
参
照
し
て
纏
め
て
お
く
。

き
ょ
う-

じ
ゅ
う
【
輕
重
】
〔
名
〕
軽
い
か
重
い
か
と
い
う
こ
と
。
主
に
罪
の
重
さ
な
ど
、
抽
象
的
な
事
柄
に
つ
い
て
い
う
。
け
い
じ
ゅ

う
。
け
い
ち
ょ
う
。
＊
続
日
本
紀-

和
銅
七
年(

七
一
四)

六
月
癸
未
「
大
二

赦
天
下
一

、
〈
略
〉
罪
無
二

軽
重
一

」
＊
太
平
記(

一
四
世

紀
後)

二
・
俊
基
朝
臣
再
関
東
下
向
事
「
頸
械
手
杻
を
入
ら
れ
、
罪
の
軽
重
を
糺
す
ら
ん
も
、
か
く
や
と
思
知
れ
た
り
」
＊
羅

キ
ヤ
ウ
ヂ
ウ

葡
日
辞
書(

一
五
九
五)

「Sim
p
lariu

s

〈
略
〉
カ
フ
チ
ヲ

ウ
ケ
ザ
ル

ヨ
ロ
イ
、
コ
レ

ヨ
ロ
イ
ニ

ヨ
ッ
テ

フ
チ
ノ

q
io
<
giu

<

(

キ
ヤ
ウ
ヂ
ュ
ウ)

ア
リ
タ
ル

ユ
エ
ナ
リ
」
＊
日
葡
辞
書(

一
六
〇
三-

〇
四)

「
ト
ガ
ノq

io
<
giu

<
n
i(

キ
ヤ
ウ
ヂ
ュ
ウ
ニ)

シ
タ
ガ

ッ
テ

ツ
ミ
ニ

ヲ
コ
ナ
ウ
〈
訳
〉
罪
の
軽
重
に
応
じ
て
刑
罰
を
言
い
渡
す
」
＊
浄
瑠
璃
・
博
多
小
女
郎
波
枕(
一
七
一
八)

下
「
つ

み
の
軽
重
明
白
た
り
」
」と
し
て
い
て
、
本
書
の
用
例
は
見
え
な
い
。

キ
ヤ
ウ
ヂ
ウ

さ
ら
に
、
古
辞
書
広
本(

文
明
本)

『
節
用
集
』
〔
文
明
六
年(

一
四
七
六)

頃
成
立
〕
に
は
、

輕
重(

キ
ヤ
ウ
ヂ
ヨ
ウ
・ヲ
モ
シ
／
ケ
イ
・カ
ロ
シ
、
カ
サ
ナ
ル)[

平
軽
去
・平
去]

。
〔
態
藝
門

③
〕

830

と
あ
っ
て
、
「
キ
ヤ
ウ
ヂ
ヨ
ウ
」
の
訓
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
田
祝
夫
著
『
文
明
夲
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
〔
勉
誠
社
刊
〕
で

は
、
「
キ
ヤ
ウ
ヂ
ユ
ウ
」
と
表
記
し
て
易
林
本
・
饅
頭
屋
本
『
節
用
集
』
「
軽
重
」
及
び
『
落
葉
集
』
「
軽
重
」
の
訓
み
と
同
じ
に
し
て
い

キ
ヤ
ウ
ヂ
ウ

き
や
う
ぢ
う

る
こ
と
に
留
意
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
「
重
」
の
音
は
、
漢
音
「
チ
ョ
ウ
・(

ト
ウ)

」
、
呉
音
「(

シ
ュ)

」
、
慣
用
音
「
ヂ
ュ
ウ
」
で
あ
る
か
ら
し

て
、
「
軽
」
の
漢
音
「
ケ
イ
」
、
呉
音
「(

キ
ャ
ウ)

」
、
唐
音
「(

キ
ン)

」
の
語
で
あ
る
か
ら
し
て
、
朱
書
き
の
音
表
記
「
ケ
イ
ヂ
ヨ
ウ
」で
漢

音
読
み
と
見
る
こ
と
と
、
「
キ
ヤ
ウ
ヂ
ヨ
ウ
」
で
呉
音
と
漢
音
混
在
の
訓
み
を
採
る
か
問
題
を
残
し
て
い
る
語
で
あ
る
。
江
戸
時

代
の
古
版
『
庭
訓
徃
来
註
』で
は
、
「
輕-

重
」
と
し
、
そ
の
他
注
釈
版
本
類
『
庭
訓
徃
来
捷
註
』
『庭
訓
往
來
精
注
鈔
』
『絵入

庭
訓
往
來
諺

ケ
ウ

ヂ
ウ

て
い
き
ん
わ
う
ら
い
せ
う
ち
う

て
い
き
ん
わ
う
ら
い
せ
い
ち
う
せ
う

解
』
で
は
、
「
輕
重
」
〔
漢
音
＋
慣
用
音
〕
で
表
記
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
で
明
ら
か
の
よ
う
に
、
大
槻
文
彦
著
『
大
言
海
』
の
見

け

い
ぢ

う

出
し
語
表
記
及
び
用
例
は
、
こ
の
江
戸
時
代
の
注
釈
本
類
の
訓
み
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
ま
た
、
『
日



本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
で
も
、
索
引
に
依
拠
し
て
い
て
本
文
確
認
を
怠
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
広
本
『
節
用
集
』
の
「
き
ょ
う-

じぢ

ょ
う
」
乃
至
「け
い-

じ
ょ
う
」
の
語
は
こ
こ
に
は
載
録
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
況
で
あ
る
。

ぢ

※
至
德
三
年
〔
神
門
寺
本
〕写

上
卷
冒
頭
部
と
下
卷
末
尾
識
語
部

江
戸
時
代
『
絵
本
庭
訓
往
来
』
圖
資
料

龍
門
文
庫
藏
『
庭
訓
往
来
』
五
月
日
状


